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研究ノート
民法の流れ図
中　山　秀　登
はじめに
Ａ　編と編との関係
Ｂ　章と章との関係
Ｃ　節と節との関係
Ｄ　款と款との関係
Ｅ　条文と条文との関係
Ｆ　条文（本号，第 3編債権，第 1章総則，第 1節債権の目的，第399
条～第411条）
むすび
凡例
流れ図については，寺田文行ほか編・高校数学解法事典，1205頁以下
「コンピュータ」を参照した。同書1206頁によれば，
　は，「はじめ」と「おわり」を示す。
　は，「計算式など処理の内容をかく。」
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流経法学　第16巻 第 1号
　は，「判断の条件をかきこみ，それによって分岐する。」
ということである。
本稿では，
　　　　　　　　　のばあいに，YはYesすなわち「はい」を表し，
　　　　　　　　　　NはNoすなわち，「いいえ」を表す。
条文のなかの項は①②などと表す。注は，⑴⑵・・・などとして表す。
注のなかで，図をもちいて説明する。以下のように，図の意味を決める。
権利・義務の主体＝人＝
権利・義務の客体＝
人が，何かある権利を持っている，あるいは義務を負っているばあい，人
と権利・義務の客体は，線で結ばれている，と考える。そこで，つぎのよ
うに表す。
　　は，権利があることを表す。たとえば，債権。
　　は，所有権があることを表す。所有権は，たとえて言えば，
太い綱である。
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　　制限物権の設定は，所有権の太い綱から，一本の糸を取り出
すことを表す。左図で点線は，制限物権が取り出されている
状態を表す。
　　は，占有権があることを表す。
　　は，義務があることを表す。たとえば，債務。
　　は，「売る」，「買う」などの意思表示などを表す。
登記
　　は，不動産の物権の変動の対抗要件を表す。
引渡
　　は，動産の物権の譲渡の対抗要件を表す。
参考までに，対抗要件を で表したのは，つぎのイメージによる。
中世ヨーロッパの騎士が，片手にもっていた盾のイメージである。相手
からの攻撃を防ぐ盾の形は，おおよそ逆三角形であった。そこで，逆三角
形の形で，対抗要件を表す。
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流経法学　第16巻 第 1号
第 3編　債権
第 1章　総則
第 1節　債権の目的
第399条
⑴
債権の目的
　債権は，金銭に見積もることができないもの
であっても，その目的とすることができる。
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⑴　山川一陽ほか・口語民法〔新補訂版〕を参照した。
Ｂが
債務不履行。
Ｂが
債務不履行。
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
債権
債務
債権
債務
僧侶
損害賠償
Ａ
Ｂ
念仏供養
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
債権
債務
債権
債務「はい」
損害賠償
Ａ
Ｂ
「夜10時以後
は，CDなど
を，かけな
いで」
「はい」
「念仏供養
して」
夜10時以後は，
CDなどを，
かけないこと
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流経法学　第16巻 第 1号
第400条
⑴
特定物の引渡しのばあいの注意義務
　債権の目的が，特定物の引渡しであるときは，債務者は，
その引渡しをするまで，善良な管理者の注意をもって，
その物を保存しなければならない。
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⑴　沼正也・民法の世界〔新版〕259頁に，「善良な管理者の注意」は，「善
管注意」と略称されることに続いて，つぎの記述がある。「四〇〇条。
物権変動の意思主義により，意思表示のみによってたとえば特定物の売
買の目的物の所有権が相手方に移転し自己の財産たることを失うことと
対応。」以上を図解する。
ＢがＡへ，
特定物を
引き渡した。
Ｂ
Ａ
占有権
特定物
所有権
「売る」
「買う」
Ｂ
Ａ
占有権
所有権
Ａ
Ｂ
債権 債権
債務 債務
特定物の
引渡し
善管
注意
所有権は，Ａに移転する。民法176条。
ここでは，Ａの代金支払い債務は省略。
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流経法学　第16巻 第 1号
第401条
　債権の目的物を，種類のみで指定した場合において，法律
行為の性質または当事者の意思によって，その品質を定める
ことができないときは，債務者は，中等の品質を有する物を
給付しなければならない。
①
種類債権
②
　前項の場合において，債務者が，物の給付をするのに必要
な行為を完了し，または債権者の同意を得て，その給付すべ
き物を指定したときは，以後，　その物を，債権の目的物と
する。
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第402条
　債権の目的物が，金銭であるときは，債務者は，
その選択にしたがい，各種の通貨で弁済をすること
ができる。ただし，特定の種類の通貨の給付を債権
の目的としたときは，この限りでない。
①
　債権の目的物である特定の種類の通貨が，弁済期
に強制通用の効力を失っているときは，債務者は，
他の通貨で弁済をしなければならない。
②
金銭債権
③
　前二項の規定は，外国の通貨の給付を債権
の目的とした場合について準用する。
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流経法学　第16巻 第 1号
第403条
第404条
第405条
外国の通貨による弁済
　外国の通貨で，債権額を指定したときは，債務者は，
履行地における為替相場により，日本の通貨で弁済をす
ることができる。
法定利率
　利息を生ずべき債権について，別段の意思表示が
ないときは，その利率は，年 5分とする。
利息の元本への組み入れ
　利息の支払が，１年分以上，延滞した場合において，債権
者が催告をしても，債務者が，その利息を支払わないときは，
債権者は，これを，元本に組み入れることができる
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第406条
選択債権における選択権の帰属
⑴
　債権の目的が，数個の給付の中から，選択によって
定まるときは，その選択権は，債務者に属する。
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流経法学　第16巻 第 1号
⑴　以下，411条までの，選択債権については，山川一陽ほか・前掲を参
照した。ＢがＡにたいし，アという時計，イという時計のうち，どちら
かを贈与するばあいを図解する。以下の図解は，民法407条を含む。
「アかイの時計
を無償で与える」
ＢがＡへ
アの時計を
引渡した。
Ｂがアを
選択。
民法407条。
Ａ
所有権
所有権
所有権
占有権
「はい」
Ｂ
ア
ア
イ
Ａ
Ｂ
債権
贈与契約
義務
債務 権利
時計の
引渡し
選択
Ａ
債権
債務
アの
引渡し
Ｂ Ｂ
占有権
アＡ
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第407条
　前条の選択権は，相手方にたいする意思表示に
よって行使する。
①
選択権の行使
②
　前項の意思表示は，相手方の承諾を得なければ，
撤回することができない。
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流経法学　第16巻 第 1号
第408条
⑴
選択権の移転
　債権が弁済期にある場合において，相手方から，相当
の期間を定めて催告をしても，選択権を有する当事者が，
その期間内に選択をしないときは，その選択権は，相手
方に移転する。　　
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⑴　406条と同じ例を挙げる。
「アかイの
時計を無償
で与える」
ＢがＡへ
イの時計を
引き渡した。
債権の弁済期に，
Ｂが選択しない。
Ａが相当の
期間を定めて
催告しても，
Ｂが選択
しない。
Ａがイを
選択。
Ａ
所有権
所有権
所有権
占有権
「はい」
Ｂ
ア
イ
イ
Ａ
Ｂ
債権
贈与契約 Ａに，催告権が発生。
義務 権利
債務 権利 義務
時計の
引渡し
選択
Ａ
イの
引渡し
Ｂ Ｂ
占有権
イＡ
催告
ア イ
Ａ
Ｂ
債権
Ａに，選択権が移る。
権利
債務 義務
債権
債務
時計の
引渡し
選択
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流経法学　第16巻 第 1号
第409条
第三者の選択権
　前項に規定する場合において，第三者が選択をすることが
できず，または選択をする意思を有しないときは，選択権は，
債務者に移転する。 
　第三者が選択をすべき場合には，その選択は，債権者
または債務者にたいする意思表示によってする。
①
⑴
②
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⑴　債権者をＡ，債務者をＢ，第三者をＣとする。
「アかイの
時計を無償
で与える」
Ｃが選択できないか，
または，選択の意思
がないとき。
Ａ
所有権 第三者
「はい」
Ｂ
ア イ
Ａ
Ｂ
債権
贈与契約
義務
債務 義務 権利
時計の
引渡し
選択
ア イ
Ａ
Ｂ
以下，民法406条
の注と同様。
義務
権利
債権
債務
時計の
引渡し
選択
Ｃ
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流経法学　第16巻 第 1号
第410条
　債権の目的である給付の中に，初めから不能であるもの，
または，後に至って不能となったものがあるときは，債権は，
その残存するものについて存在する。
①
⑴
⑵
不能による選択債権の特定
②
　選択権を有しない当事者の過失によって，給付が
不能となったときは，前項の規定は，適用しない。
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⑴　Ｂが，Ｂ所有の建物アまたは建物イの，どちらかを，Ａに贈与する契
約をしたばあい。
「アかイの
建物を無償
で与える」
Ａ
所有権
「はい」
Ｂ
Ａ
Ｂ
債権
贈与契約
建物イが類焼。
義務
債務 権利
建物の
引渡し
選択
ＢがＡへ
建物アを
引渡した。
所有権
占有権
Ａ
債権
債務
建物アの
引渡し
Ｂ Ｂ
Ａ
ア イ
ア
ア
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流経法学　第16巻 第 1号
⑵　⑴と同じ例。選択権者が，債権者の場合と，債務者の場合とを分ける。
〔債権者に選択権があるばあい〕
〔債務者に選択権があるばあい〕
「アかイの
建物を無償
で与える」
Ａ
所有権
「はい」
Ｂ
Ａ
Ｂ
債権
贈与契約 Ｂの過失で，建物イが焼失。
Ａが，建物イを選択。
Ｂの履行不能を理由に，
Ａは，損害賠償を請求する
ことができる。民法415条。
権利
債務 義務
建物の
引渡し
選択
Ａ
Ｂ
債権
債務
損害
賠償
ア イ
「アかイの
建物を無償
で与える」
Ａ
所有権
「はい」
Ｂ
Ａ
Ｂ
贈与契約 Ａの過失で，建物イが焼失。
Ｂが建物イを選択。
Ｂは，債務を免れる
ことができる。
義務
権利
債権
債務
建物の
引渡し
選択
Ａ
Ｂ
ア イ
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第411条
選択の効力
　選択は，債権の発生の時に，さかのぼって，その効力を
生ずる。ただし，第三者の権利を害することはできない。
